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競技カルタ以外の遊び方 

☆普通のカルタ遊びに飽きたら☆ 

➊な並べ（トランプの“７ならべ”に準じます） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         図１ 

 

 

 

  スペースを空けておく   スペースを空けておく 

人数     ３～５人位まで 

使用する札  絵札４６枚 

配り方    全部の絵札を全員に配ります 

人数の都合で手札の枚数に差が出てもかまいません 

遊び方     全員が自分の手札を調べて、“な行”の札があったら、場に出します 

“な に ぬ ね の”の札は、たて一列に並べて、その左右に５枚ずつ並

べられるだけのスペースを空けておきます（図１） 

全員でじゃけんをして、勝った人から時計廻りの順に手札を１枚ずつ場へ出

していきます 

この時、場に出ていつ札に隣合わせた文字の札しか出してはいけません 

もし、手札の中に出せる札がなければ「パス」と言います 

パスは３回までで、４回目のパスをしたら負けです 

負けた人は、手札を全部場に並べます 

“や行”は、“や ゆ よ”しかないので、“み め”が出たら隣に予備の白 

       札（菓子や消しゴムなどでも良い）を置くと、続く“り れ”が出しやすいで 

しょう（図２） 

 早く手札がなくなった人が勝ちです 

隣に札を置いていく              図２ 

負けた人が 

置いた札 

「せ」が出ていないので 

「け」が出ていても「え」は置けません 

「ほ」が出ていないので 

「も」は置けません 



競技カルタ以外の遊び方 

☆“ひらがな”を覚えたてのお子さま向き☆ 

➋重ねて な並べ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人数     ３～５人位まで 

使用する札  絵札 ４６枚 

       読み札４６枚 

配り方    最初に、場に読み札を並べて五十音表を作っておきます。 

       全部の絵札を全員に配ります。 

       人数の都合で手札の枚数に差が出てもかまいません。 

遊び方     遊び方は『な並べ』と同じで、絵札を同じ文字の読み札の上に重ねていき 

       ます（図３）。 

        “や行”は、“や ゆ よ”しかないので、“み め”が出たら隣に予備の 

       白札（菓子や消しゴムなどでもよい）を置くと、続く“り れ”が出しやす 

       いでしょう。 

隣に札を置いていく          図３ 

絵札を同じ文字の読み札の 

上に重ねていきます 

読み札を並べて 

おきます 


